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学習評価

学校における教育活動に関し、
子供たちの学習状況を

評価するもの

中央教育審議会答申（2016）



学習評価

子供たちの学習の成果を的確に
捉え、教員が指導の改善を図る
とともに、子供たち自身が自ら
の学びを振り返って次の学びに
向かうことができるようにする

中央教育審議会答申（2016）



教員のための学習評価

生徒のための学習評価

主体的・対話的で深い学び



総括的評価 形成的評価

「思考力・判断力・表現力」のように、
「見えにくい力」も含め、その実現を
目指して、学びの過程や成果を可視化
していく工夫をしていくのが「評価」

松下ら（2016）

⇒



ポートフォリオ
自分がどのようなことに
ついて努力しているか、

どこがどのように成長したか、
何を達成したか、

などについて証拠となるものを、
目的、目標、規準と基準に照らして、

系統的・継続的に収集したもの

田中(2016)



ポートフォリオ



ルーブリック
成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、
それぞれのレベルに対応するパフォーマン
スの特徴を示した記述語（評価規準）

からなる評価基準表
文部科学省(2015)



ポートフォリオのルーブリック

観点 規準 S A B C
学習への
取り組み
（関心・意
欲・態度）

テーマにつ
いて、具体的
に内容の記
述があるな
ど、前向きに
学習に取り
組んだ様子
が伝わってく
る。

テーマについて、
新しい発見、気
づいたことなど
を具体的に記
述している。ま
た、自ら積極的
に興味を持って
さらに深く学ぼ
うとする様子が
伝わってくる。

テーマにつ
いて、具体
的に内容の
記述がある
など、前向
きに学習に
取り組んだ
様子が伝
わってくる。

テーマにつ
いて、内容
が記載され
ており、取り
組んだ様
子が分か
る。

テーマにつ
いての記述
が少なく、
何に取り組
んだかが分
からない。



学びのポートフォリオの配布プリント
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年間指導計画



授業回 学習活動 形成的評価
（学びのポートフォリオ）

総括的評価
（ショートジャーナル）

第1回 イメージマップによるテーマ探し

第2回 テーマの決定とプレゼンの構想 プレゼンのテーマ決定
と内容の構想について

第3回 プレゼンソフトの操作練習と
プレゼン原稿シートの作成

スライド作りについて

第4回 スライドの作成① 文字のフォント、画像の
引用と著作権について

第5回 スライドの作成② 色のユニバーサルデザ
インについて

第6回 グループ内での中間発表 発表して気づいたこと
について

第7回 プレゼン全体の改善 受けたアドバイスと
改善した点について

第8回 クラス全体への最終発表・
相互評価①

第9回 クラス全体への最終発表・
相互評価②

最終発表と相互評価
について

第10回 単元を通した学習活動の振り返り 単元を通して学んだこと、
気づいたことについて

単元「『私のオススメ』プレゼンテーション」

情報
デザイン

グループ
で評価

クラス
で評価

個人で
改善



単元（プレゼンテーション）のルーブリック

評価項目 S A B C

観
点
①

オススメするも
のについての主
張

ポイントがしっか
りとあり、主張が
首尾一貫している。
さらにオススメす
るものについての
具体的な提案があ
る

オススメするも
のについてポイ
ントがしっかり
とあり、主張が
首尾一貫してい
る

オススメした
いテーマに
沿って伝えて
いる

主張が最初と最
後で変わってし
まっており、オ
ススメしたいも
のが何か分から
ない

観
点
②

聴きやすさ
(声・体の向き)

声の大きさや体の
向きに加えて、声
の強弱をつけたり、
視線を聴衆にむけ
たりすることがで
きている

発表の声が聴こ
えやすいように、
声の大きさが適
切であり、体を
前に向けられて
いる

みんなの前に
立ち、話すこ
とができてい
る

声が聴こえな
かったり、体が
前を向けていな
かったりする

観
点
③

惹きつける発表
内容

オススメするもの
について、こちら
がもっと知りたく
なるくらい熱く
語っている

恥ずかしさはな
く、オススメす
るものについて
熱く語っている

ところどころ
自分の言葉で
話をすること
ができている

ほとんどすべて、
スライドやメモ
の方を見て発表
している。オス
スメするものに
ついて熱く語れ
ていない



ジャーナル
その単元で学んだ内容に関して、
文章やイラストなどを用いて
様々な人にわかりやすく伝え、
自分の意見と参考文献も記載して

まとめたもの。



観点 規準 Ｓ(超いいね💛） A(合格〇) Ｂ(あと一歩🐾) C(もう一度)

学習への取
り組み
(関心・意
欲・態度)

テーマについ
て具体的に記
述があり、学
んだことが理
由とともに示
されている。
前向きに学習
に取り組んだ
様子が伝わっ
てくる。

テーマについて，新
しい発見，気づいた
ことなどが具体的に
記述されている。学
んだことと実生活を
関連づけて記述して
いたり、自ら興味を
持ったことをさらに
調べたりして、深く
学ぼうとする様子が
伝わってくる。

テーマについて
具体的に記述が
あり、学んだこ
とが理由ととも
に示されている。
前向きに学習に
取り組んだ様子
が伝わってくる。

テーマの内容
やその感想が
記載されてお
り，学習に取
り組んだ様子
が分かる。

テーマの
内容につ
いてのみ
記述があ
る。

学習内容に
ついての説明

(知識・理
解)
(思考・判
断・表現)

学習した経験
や内容を関連
づけながら自
分なりの言葉
で説明するこ
とができてい
る。

自らの疑問点やキー
ワードを設定し、ポ
イントを示しながら、
資料集や教科書の内
容と学習した内容を
関連づけて説明する
ことができている。

学習した経験や
内容を関連づけ
ながら自分なり
の言葉で説明す
ることができて
いる。

学習した経験
をもとに、内
容を説明する
ことができて
いる。

学習した
内容を記
載してい
る。

ジャーナルについてのルーブリック



ジャーナルのルーブリック

観点 規準 Ｓ(超いいね💛）

学習への
取り組み

テーマについて具体
的に記述があり、学
んだことが理由とと
もに示されている。
前向きに学習に取り
組んだ様子が伝わっ
てくる。

テーマについて，新しい発見，
気づいたことなどが具体的に記
述されている。学んだことと実生
活を関連づけて記述していたり、
自ら興味を持ったことをさらに調
べたりして、深く学ぼうとする様
子が伝わってくる。

学習内容
について
の説明

学習した経験や内容
を関連づけながら自
分なりの言葉で説明
することができてい
る。

自らの疑問点やキーワードを設
定し、ポイントを示しながら、資
料集や教科書の内容と学習した
内容を関連づけて説明すること
ができている。









学年プレゼンテーション大会の実施







まとめ１(生徒)

生徒1「その日の授業で何を学んだのか、考えたの
かを振り返れるので勉強になる。次の授業の時にも、
前回何を学んだのかをすぐにわかるので良い。」

生徒2「自分が今日何についてよく考え話し合った
のか、というのが頭の中に残るから良い。また次の
週の授業の目標を設定できるから良い。」

学習活動を内省し、次回
すべきことが再確認できている 学習の視覚化が

できている

ルーブリックを
示すことで



まとめ２ (生徒)

学習内容を客観視し、
より深めようとしている

生徒3「これまでやってきた内容を振り返るこ
とで、自分がどんなことをやってきたか、どん
な方法で操作したりしたか、今回のことは生
活上の何とつながっているかが分かる。」

学習内容が
深まっている

ルーブリックを
示すことで



まとめ３(教員)

・個々の生徒に何を指導すればよいかが明確に
なった。
・授業の目標が明確なので、指導がしやすい。
・課題に込めた授業者の意図を生徒が理解するこ
とができた。
・実技での生徒の自己評価と教員の評価のずれ
が少なくなった。
・形成的評価として実施している学びのポートフォ
リオがショートジャーナル作成の材料として機能し
ており、単元の学習内容をメタ認知する機会となっ
ていた。

ルーブリックを
示すことで



現在の問題点

◼ 評価に時間がかかる
特に形成的評価は日々の業務と並行して行うので、即時
フィードバックが難しい場合がある。紙媒体からGoogle
フォーム等への移行も考えられる。

◼ ショートジャーナルは生徒同士による相互
評価の機会は設けていない

そのため、他者の学びや視点を知ることは難しい。生徒同
士の評価活動場所と作品に対する評価点を設けたい。



今後の課題

主体的対話的深い学びに向けて

深い学びとは?

どのように測定すれば良いか?
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